
○　体験活動や日常生活と関連させた道徳の時間を設定
　　することを通し,道徳的な実践力を育てる。

【体験活動】　　体験活動を通して考え方，感じ方を身に
　　　　　　　　つける

　　　　　　　　↓

【道徳の時間】　資料を通して価値について考え，深める
　　　　　　　　↓
【日常生活】　　道徳的実践

１　研究のねらい

体験活動
(道徳的価値に
ふれる体験）

道徳の時間
（道徳的価値の自覚）

日常生活
（道徳的実践）

２　道徳の時間を充実させるための取り組み

①場面の「起・承・転・
　結」を把握
　・主人公の心情の変化
　　を捉える。
②発問の設定
　・中心場面を見つけ，
　　中心発問を設定す
　　る。
　・基本発問を考える。
　・補助発問を考える。

　
　
　
　資料に即したねらいを
　設定し，ねらいに迫
　る。

資料の分析

　○ワークシート，ホワ
　　イトボードの活用

　
　
　
　○ネームプレート，心
　　情円盤の活用
　

　
　

　○思考を深める構造
　　的な板書

　

　
　

思いや考えを表現
させるための工夫

児童生徒の考え
をまとめさせる

自分の考えの位置づけ
や，変容を明らかにさせ
る

場面構成を整理
する

○授業記録の活用
○視点を明確にした
　研究協議
　・資料選択，資料
　　分析は適切だっ
　　たか。
　・ねらいは適切だ
　　ったか。
　・発問は精選され
　　ていたか。
　・導入・終末の工
　　夫は効果的だっ
　　たか。
　・思考を深める板
　　書になっていた
　　か。
　・児童生徒はねら
　　いとする価値に
　　ついて考えるこ
　　とができたか。
○小中合同研修

授業研究の実施

授業交流・・小中で授業参観を行い，児童生徒の様子や指導内
　　　　　　容・方法について交流することにより，共に,授業
　　　　　　の工夫・改善を図ることができる。
合同研修・・共通のテーマを設定し，より効果的な指導法につい
　　　　　　て，共同で研究を進めることができる。
合同行事・・上級生は，リーダー性や思いやりの気持ちを育み，
　　　　　　下級生は，上級生の言動からめざす姿を学ぶなど，
　　　　　　異年齢集団の体験活動を仕組むことができる。

３　小中連携のメリット

○　体験活動で考えたことを振り返り，主人公の気持ちと自分自身を重ね合わせて考えることにより，児童生徒の発言に深まりが見られた。
○　道徳の時間に学習した内容項目を実践する場としての体験活動を位置づけることにより，めあて達成の姿につながる具体的なイメージをもたせるこ
　とができた。そのことが，児童生徒の自分から進んで行動する姿につながった。
○　今後も，学校行事等，体験活動との関連を図った道徳の時間を設定し，児童生徒の「自ら進んで行動する力」を育てる取り組みを続けていく。

４　成果と課題

研究テーマ『自ら進んで行動しようとする力を育てる』心のプロジェクト

体験活動や日常生活と関連させた道徳の時間の実践　(中学校２年生)

道徳の時間 特別活動・日常の活動教科，総合的な学習の時間

⑤総合的な学習の時間
『福祉体験』
（６月）
ねらい：お年寄りや障
害をもつ人の日常生活
の一部を体験すること
により，社会の中で考
えなければならないこ
とや自分にできること

につい考える。

③主題 人類愛
４－（１０）
「六千人の命のビザ」
（６月）
ねらい：杉原千畝さん
の生き方について考え
ることを通して，国際
人として，どの国の人
も同じ人間として尊重
し，接していこうとす
る心情を育てる。

④主題 命の大切さ
３－（２）

「ゆうへ～」（６月）
ねらい：子どもを亡く
した母親の思いに共感
することを通し，命の
大切さを理解し，自他
の生命を尊重する態度

を育てる。

⑥主題 　家族愛
　４－（６）
「一冊のノート」
（６月）
ねらい：主人公がおばあ
ちゃんとの関わりを通して
本当の思いを知り，やさし
さを持って接しようとする
姿から，家族への思いやり
と感謝の気持ちを持って接
していこうとする態度を育
てる。

②　学級活動

 ビデオ
「六千人の命のビ
ザ」（６月）
ねらい：第２次大
戦中，ナチスがユ
ダヤ人に対して
行った人権を無視
した行為から，戦
争のおろかさや悲
惨さを学び，戦争
についての自分の
意見を持つ。

⑦学校行事
職場体験
（８月）
ねらい：労働体
験を通し，人と
の関わり方の大
切さを学ぶ。

意識の流れ

①世界中で人のため
にボランティア活動
を続けていく姿は素
晴らしいなあ。
②戦争によって多く
の人の命が奪われ，
人々の人権が無視さ
れた。これは，絶対
にあってはならない
ことなんだ。
③国境を越えて同じ
人間として命がけで
多くの人の命を救っ
た杉原さんの生き方
に心を動かされた。
④一人ひとりの命は
尊く，大切にされな
ければいけないもの
なんだ。
⑤お年寄りや障害を
もつ人の生活は大
変。私たちができる
ことはなんだろう。
⑥私たちは家族の優
しさや思いやりに支
えられている。自分
もそうした優しさや
思いやりの気持ちを
返してしていこう。
⑦たくさんの方に仕
事を通して接するこ
とができた。相手の
ことを考えていくこ
とは難しいけど，喜
びも多いなあ。

一人ひとりが大切な存在であることに気づき，思いやりをもって接していこう

相手の気持
ちを考えて
接客してい
くことが大
切だな。

“ありがとう”と
言ってもらえてう
れしかった。

福祉体験

道徳の時間「一冊のノート」

ねらい｢一人ひとりが大切な存在であることに気づき，思いやりをもって接して
　　　いこうとする態度を育てる。」

お年寄りの人は手足を曲げたり，箱を開けた
りすることが大変なんだ。できることは手
伝ってあげたいな。

段差のない
家がいいな
あ

お年寄りのし
んどさ,苦労
に気づき,自
分にできるこ
とは何か，考
えることがで
きた。

おばあちゃん
に，重い物を持
たさないように
しよう。

思いやり

おじいちゃんが，家族のために作ってくれて
いる野菜をわたしたちは食べているんだな。

感謝

　主人公のお
ばあちゃんへ
の気持ちの変
化を考えてい
く中で，自分
の家族につい
ても考えるこ
とができた。

「きらり山野」での接客 パソコン大学での講師助

職場体験

いろいろな職場で働き，たくさんの
人に関わり，相手の気持ちを考えて
接することができた。

アイマスク体
験

高齢者体験
①総合的な学習の時間
『国際ボランティアの
講話』（５月）
ねらい：国境を越え，
人と人とのつながりを
つくりながら，ボラン
ティア活動を続ける間
賀さんの姿から，ボラ
ンティア精神のすばら

しさを学ぶ。




